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研究成果の概要（和文）：本研究は、国際制度に関わる理論的見解の相違を国際関係学の論争の核心と位置付
け、安全保障、貿易、金融、難民という政策領域における国際制度の実相を理論的・実証的に分析し、各理論が
構想するガバンスの可能性と限界に関する分析を行った。とくに、本研究の知見は衰微が懸念されている国際制
度の再生とガバナンスの復権に有用となることを期待し、理論と方法の融合の観点から、ゲーム理論、計量分
析、テキスト分析、サーベイ実験などの社会科学の方法を適用して分析を行った。その結果。代表者と分担者は
単著・共著論文11編を作成し、それらをまとめ、2021年、東京大学出版会から編著書『国際関係研究の方法』と
して公刊した。

研究成果の概要（英文）：This study analyzed the possibilities and limitations of international 
institutions as governance tools envisioned by prominent international relations theories. It 
employed prominent social science methods, comprised of game theory, quantitative analysis, text 
analysis, and survey experiment to analyze problems and prospects of institutions in the fields of 
security, trade, finance, development, and refugees. It created 11 single-authored and co-authored 
papers and published them as an edited volume, entitled “Methods of International Relations 
Research” from the University of Tokyo Press in September 2021. The findings of the study are 
useful for the revitalization of international institutions and the restoration of international 
governance that appears to be weakening due to conflict state preferences and interstate power 
struggles.

研究分野：国際政治経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究成果の欄に記したように、本研究の成果は編著書『国際関係研究の方法』にまとめられている。所収されて
いる１１論文は、それぞれ特定の国際制度に焦点を絞り、その変容や効果などについてゲーム理論、計量分析、
テキスト分析、サーベイ実験を適用して得られた研究成果を凝集させたものである。総合すると、衰微が懸念さ
れている国際制度を再生する方途として、国際制度に対する国民の賛意、国際制度を補完する地域制度の活性
化、国際制度を自国の政策の一部として位置付ける主要国の支援などが重要であるという知見が導出された。本
研究で得られた知見および研究方法は、広く研究者や政策実務家にとって有用であると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
主権が併存する分権的な国際体系の中で、国々が一定の約束事に同意し、それを実行する。
こうした基本的な考え方から出発する国際ガバナンスは、立法、行政、司法を整備したもの
ではないが、分権的な国際体系を基盤に、公式・非公式の制度の体系を構築して実施される。
その背景には、国際の協調、安定、繁栄を確保するためには、法や制度による国家行動の規
律・調整を通じて、国家間の武力紛争、貿易紛争、人権侵害、環境破壊を防止すべきという
共通の認識がある。その一方、国際ガバナンスは、主権や政治などによって制約される恐れ
があるが、的確な制度を構築すれば、それらをうまく管理しつつ行動の規律と調整を図るこ
とが可能となることが国際関係学の複数の理論によって説明されている。 
 
現代の制度変化である法制度化、複合化、非法化もガバナンスの合理的工夫である。ただし、
合理的制度を構築する際には国々の同意が必要であり、そのために外交交渉が繰り広げら
れるが、外交に携わる国々は制度の内容と実施手続が自国にもたらす影響を推察し、自国に
有利なかたちで制度を構築・実施しようとする。その結果、制度は、その構築と実施の過程
で国々の利益だけでなく、外交で影響力を振う大国のパワーによっても制約される恐れが
ある。したがって、利益追求を容認する合理的制度は、大国政治に包摂されるというリアリ
ズムの批判を浴びる。そのうえ、制度の複合化や非法化は、むしろ規律の弛緩と制度の衰退
を招くとリーガリズムの批判を受け、規範から逸脱した制度変化は正統性を得られない空
虚なものとコンストラクティビズムの批判も受ける。こうした国際関係学の理論間論争の
中で、法制度化、非法化、複合化という制度変化が国際協調とガバナンスを推進するものな
のか、それとも衰微させるものなのかが本研究の問いとなる。 
 
 
２．研究の目的 
 
近年、国際制度は、一部の政策領域で法制度化が進む一方、他領域では非法化や複合化とい
う対照的な変化が生じ、望ましい制度についての論争が再燃している。その中で、リーガリ
ズムは大国の暴挙を防止する法制度化を好意的に受け止め、法の権威を揺るがす非法化や
複合化を懸念する反面、リアリズムはパワーを制度の要と見なし、パワー構造を毀損する法
制度化や複合化を批判する。リベラリズムは過度の法制度化を問題視し、国々の裁量と相互
利益を勘案した非法化や複合化を評価する一方、コンストラクティビズムは公式の制度の
限界を論じ、非法的な規範の波及・浸透とそれを促す対話に国際的連帯を見出す。 
 
本研究は制度に関わる見解の相違を国際関係学の論争の核心と位置付け、安全保障、貿易、
金融、難民、環境という領域における国際制度の実相を理論的・実証的に分析し、各理論が
構想するガバナンスの可能性と限界を検証する。とくに理論と方法の融合の観点から、ゲー
ム理論、計量分析、内容分析、サーベイ実験という社会科学の方法を適用して精緻な仮説検
証を目指す。本研究の知見は衰微が懸念されている国際制度の再生とガバナンスの復権に
資することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
単一の分析法によってすべての仮説が適切に検証できるわけではない。現代社会科学には
それぞれの仮説の検証に適した多様な分析法が開発され、その中から最も妥当なものを選
定し、適用することが本研究の方法論的な狙いである。本研究では以下の最先端の社会科学
の方法を適用して分析を進める。 
 
ゲーム理論： アクターの選好、それらを達成するための選択肢、行動や選択を制約する制
度という要素をひとつのモデルに盛り込んで、行動の相互作用とその帰結を演繹的に解析
する分析法がゲーム理論である。ゲーム理論では、基本モデルおよびその均衡解を解析する
推論法が開発されている。ただし、基本モデルの解はゲームを制約する制度によって変化す
ることから、本研究では、分析対象となる特定の国際制度の構造を精査して、そのコンテク
ストのなかで演繹的解析を行い、均衡解を特定する。この分析法は石田、飯田、石黒、岩波
が担当し、平成 30 年度に基礎モデルを作成した後、修正・精緻化し、33年度に完成させる。 
 
計量分析： 上記のゲーム理論分析による演繹やその他の帰納的推論によって導出した仮説
を、大規模な量的データを計量分析することによって客観性を確保しながら検証できる。本



研究では、グローバル金融制度が疲弊する中での地域金融制度と国家の外貨準備政策の関
連、外交団使節の制度的変容ついて、それぞれ因果分析とネットワーク分析を用いて検証す
る。この分析は鈴木と栗崎が担当し、平成 30 年度に基礎モデルを作成した後、データ収集
と解析・モデル修正を行い、33 年度に最終結果を得る。 
 
テキスト分析： これは、文書の質的な内容を一定の基準に即して体系的に分析する手法で
あるものであり、国際関係研究にも適用される傾向が強くなっている。この分析は、鈴木が
金融制度のマクロ経済監視機関を対象に、研究協力者の宇治梓紗の支援を得て分析を行う
一方、中山は国際難民制度の管理を行っている国際連合高等弁務官事務所（UNHCR）の文書
を対象に、北海道大学公共政策大学院の土井翔平准教授と共同で作業を行う。平成 30 年度
にテキストを入手、基礎的な分析モデルを作成し、解析・モデル修正を行い、33 年度に最
終結果を得る。 
 
サーベイ実験： 国際制度と世論の関連を解析することにより、国際制度の正当性の国内的
基盤の有無を問うサーベイ実験が行われている。本研究では、安全保障に関する正当性認識
に焦点を当て、日本人を被験者としつつ条約の認識や他国の協力の程度が個人の意見・行動
に及ぼす影響を検証する。ここの分析は多湖と小浜がそれぞれの協力者と連携して担当す
る。平成 30 年度にサーベイ質問内容を決定、調査会社のオムニバス調査（層化２段無作為
抽出法）を利用して 31年度に実施。32年度に内容を決定、33 年度に実施する。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究は、国際制度に関わる理論的見解の相違を国際関係学の論争の核心と位置付け、安全
保障、貿易、金融、開発、難民という領域における国際制度の実相を理論的・実証的に分析
し、各理論が構想するガバンスの可能性と限界を検証するものであった。とくに、本研究の
知見は衰微が懸念されている国際制度の再生とガバナンスの復権に有用となることを期待
し、理論と方法の融合の観点から、ゲーム理論、計量分析、テキスト分析、サーベイ実験と
いう社会科学の方法を適用して精緻な仮説検証を目指した。 
 
その結果として、本研究の最も重要な成果が次のように得られた。代表者と分担者は、単著・
共著論文 11 編を作成し、それらをまとめ、2021 年 9 月、東京大学出版会から編著書『国際
関係研究の方法』（A5 判 336 頁）として公刊した。内容は以下のようである。 
 
 
序 章 国際関係研究の方法（鈴木基史・飯田敬輔） 
 
第 1 部 制度と戦略：ゲーム理論 
第 1章 同盟のゲーム理論分析：事前協議制度と安心供与（石田 淳） 
第 2章 WTO 紛争処理制度のゲーム理論分析：GATT21 条を手がかりとして（飯田敬輔） 
第 3章 貿易交渉と貿易戦争の 2レベルゲーム分析：米中貿易戦争を事例に（石黒 馨） 
第 4 章 国内抗議活動と国際貢献をめぐるゲーム理論分析：国連平和維持活動への部隊派
遣を事例に（岩波由香里） 
 
第 2 部 制度の効果：計量分析 
第 5章 地域制度の計量分析：東アジア地域金融制度の浸透（鈴木基史） 
第 6 章 国際制度としての国境の計量分析：国境画定がもたらす民族紛争への影響（伊藤 
岳） 
第 7章 外交の計量分析：外交使節制度の衰微と再生（浅野 塁・井奥崇輔・栗崎周平） 
 
第 3 部 制度と理念：テキスト分析 
第 8 章 国際難民制度のテキスト分析：UNHCR における北欧諸国の発言を事例に（中山裕
美・土井翔平） 
第 9 章 国際金融制度のテキスト分析：IMF と AMRO の国別報告書の比較（松尾晃孝・鈴木
基史・宇治梓紗） 
 
第 4 部 制度と認識：サーベイ実験 
第 10 章 核兵器タブーをめぐるサーベイ実験：日本人の認識を事例に（ジョセフ グリエ
コ・松村尚子・多湖 淳） 
第 11 章 核抑止制度をめぐるサーベイ実験：第二撃の実行条件（小濵祥子） 
 
終 章 国際関係研究の展望（飯田敬輔） 
 



（注）太字が研究組織の代表者と分担者。 
 
目的の欄に記したように、上記の論文は特定の理論を基盤として、著者が研究対象としてき
た国際制度に焦点を絞り、その変容や効果などについて、ゲーム理論、計量分析、テキスト
分析、サーベイ実験という社会科学の分析法を適用して研究を進めた成果を凝集させたも
のである。総合すると、衰微が懸念されている国際制度を再生する方策として、国際制度に
対する国民の賛意（第 4・10 章）、有効国間のネットワーク（第 7章）、国際制度を補完する
地域制度の活性化（第 6章）、国際制度を自国の政策の一部として位置付ける主要国の支援
（第 8章）などが知見として導出された。その他の多くの単著共著による成果に関しては、
発表論文等の欄および各論文に付随する要旨を参考にされたい。 
 
本研究の知見および研究方法の開発は、広く研究者や政策実務家にとって有用であると考
えられる。本研究の研究期間が終了した 2022 年 3月において、大国間対立が研究期間初頭
の 2018 年と比較してより激化し、本研究で着目した国際制度の衰微は一層懸念されている。
しかしながら、本研究から得られた上記の知見は、国際制度の再生に向けてより重要になる
と思料する。 
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